
成果に関連して出版、もしくは印刷、投稿中の論文リスト

• K. Nishida, M. Shimizu, D. Shiota, K. Shibata、What makes the difference of
duration between LDE flares and impulsive flares?、International CAWSES Sym-
posium、2007年 10月 23日-27日

• 西田 圭佑、清水 雅樹、柴田 一成、太陽コロナ中におけるジェット発生のMHDシ
ミュレーション、平成 19年度 ISAS/JAXA宇宙放射線シンポジウム、2008年 3月
17日-18日

• 西田 圭佑、清水 雅樹、柴田 一成、太陽コロナ中におけるジェット発生のMHDシ
ミュレーション、日本天文学会 2007年度春季年会、2008年 3月 25日-27日

成果の概要

太陽コロナ中でのジェットは emerging flux とコロナ磁場との間の磁気リコネクション
により発生していると考えられている (Shibata et al. 1992, 1996)。しかし、ジェットの発
生メカニズムの理論的検証はまだ 2次元MHDモデルでしか行われていない (Yokoyama
and Shibata 1996)。一方で、2006年に打ち上げられた太陽観測衛星「ひので」の活躍に
より、太陽では様々なスケールで様々な形状をしたジェットが多数存在することが明らか
になった。しかし、従来の 2次元モデルでこの様々な形状のバリエーションを説明するこ
とは困難な部分があり、3次元的な磁場形状による効果を考慮することが必要だと考えら
れる。本研究では、3次元的な磁場形状がジェットのダイナミクスに与える影響を調べた。
本研究では光球からコロナまでを含む 3次元磁気流体シミュレーションを行い、コロナ
磁場中に flux ropeを浮上させた。この結果、磁気リコネクションにより 150km/sのジェッ
トが発生することが確認された。Moreno-Insertis et al. (2008)による結果とは異なり、
flux tube全体が短時間で浮上したため、壁状のジェットが形成された。そのジェットの断
面はひので衛星により観測された Ca jetの形状によく似ている。また、Miyagoshi et al.
による結果ではリコネクションは光球で起こっていたが、本研究のジェットはリコネクショ
ンがコロナ中で起こっているという点で異なる。今後は、さまざまな方向のコロナ磁場を
与え、それがジェットのダイナミクスに与える影響を調べていく。さらにひのでにおける
ジェットの観測結果との詳細な比較を行う予定である。




